
人工呼吸 :17巻 2号

一一一人工呼吸関連機器 .ユーザーのレポー ト

ユーザーの希望が反映されるM6α
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メトラン社製M6αは国産の人工呼吸器として久々

に市販される秀逸な 1台である。本器はレスヒ。ロニ

ックス社と技術提携して開発され、兄弟器であるエ

スプリと技術および部品において一部共通するが、

あくまでも国産である。たとえば呼気抵抗を少なく

するために大型化した呼気弁はメトラン社で設計・

製造され、レスピロニックス社製のエスプリにも搭

載されている。しかし、 エスプリが在宅使用も含め

た汎用タイプを目指しているのに対して、 M6αは

ICU.病棟などの院内使用を基本とした設計思想に

なっている。したがって、コンプレッサーは必要に

応じてオプション設定され、架台の下部にバランス

よく設置される。

M6αの長所のひとつは、現時点で上位機種とよば

れる人工呼吸器に備わる最低限の吸気機能、モニタ

一機能をすべて備えていることである。その機能の

害IJには安価であり、コストパーフォーマンスに優れ、

院内の汎用機種に推すことができる l台である。使

用に応じてソフト面での変更は無償で対応され、将

来アップグレードする場合についてもハード面の変

更がなければ原則的に本仕様内で改善される予定で

あることも魅力である。

最近の人工呼吸器はコンパクトな設計になってき

ているが、 M6αもこの潮流にあわせて比較的コンパ

クトな設計になっていることも最初に見たときの印

象として残っている。斬新な外観とまではいかない

が品良くまとまっている。操作性を考慮して使用頻

度の多い設定項目はフロントパネル上にロータリー

ダイヤルを配置し、アラーム設定などの使用頻度の

低い設定項目は液晶画面内で設定するコンセプトも

新しく面白い。

誕生して問もないM6αには、問題点が無い訳では

ない。明らかに危険と恩われるような換気設定が可

能なことには疑問を感じる。たとえば従量式(VCV)1 

回換気量設定の上限が 2500ml、PSVのサポート圧

上限が lOOcmH，O、無呼吸パックアップの換気回数
上限が 80bpmなどである。これらはソフト面の変

更で改善が図れると思われるので善処していただき

たい。また、起動にはメインスイッチと起動スイッ

チの両者を ONにする必要があること、作動中に電
源供給が無くなったときにアラーム音と赤ランプは

作動するものの液晶パネルまでがシャットダウンし

て換気が行われないことを表示しない。是非とも一

時的なバッテリーパックアップが標準装備されるこ

とが安全面からも期待されるところである。

このほかにも幾っか問題点を指摘できるが、 M6α

が秀逸であるとした最も大きな要因は、臨床の意見

を積械的に取り入れ、販売後もアップグレードとし

て改善が速やかに行われると確約される点である。

M6αはハード面でレスピロニックス社と提携して、

元来しっかりとした基礎を有する機種であるだけ

に、ソフト面などの外郭を改善することで進化を続

ける。改善も迅速で決して年単位ではない。本器の

プロトタイプの液品画面が、試用者の意見によって

カラー化されるまでに要した時間は僅か3ヶ月で、

驚きに値する。

人工呼吸器に限ったことではないが M加 Machine

Interfaceの良し悪しはその機器の価値を大きく左右

する。ただし臨床で実際に連用してはじめて気付く

問題もあり 、購入後のManMachine Interfaceの改善

は今後重要な機種選定の要素になっていくであろ

う。当然ながら ManMachine Interfaceの改善は人工

呼吸管理上のリスクを回避する上でも非常に大切で

ある。したがって、国産機種で小回りが利き、さら

にその技術力も高く、 ManMachine Interfaceの改善

が約束される点は本器の大きな魅力と言えるであろ

つ。
なお、先に述べた問題点も直ちに改善が加えられ

ると聞いている。



小児・成人用長期人工呼吸器 M6a

M6αの高機能は ICUから病棟まで，小児から成人まで，

人工呼吸管理を優しくサポートします。

-フロートリガーと圧トリガーは，スムーズでEつ

鋭敏なレスポンスで応答します。

-無呼吸アラームやパ ックアップ自民集など.充実

したアラームシステムと患者モニターにより

呼吸管理が安全に行えます。

.低騒音タイプのコンブレッサ滋は.万ーの圧縮

空気ガスラインのトラブルに対して，自動的に

切り替わり換気を継続します。

[ 山をこの価絡で塑万円より

※オプシヨン

.~基本換気モードと VCV. PCV・陀V

呼吸パターンの組み合わせにより

後繊換気から自発呼吸まで幅広

くカバーします。

-吸気ライズタイムと呼気トリガーの

採用により ，患者さんへの鋼和性が

一段と向上しています。
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